
第２学年 生活科学習指導案               
第２学年 １組 ２８名 ２組 ２９名 

      指導者  上田 晃也  菊地 弘明  

１ 単元名「どきどき わくわく まちたんけん」 

 

２ 単元の目標 

   自分たちで計画を立てて、身近な地域に出かけ、さまざまな場所を調べたり、地

域の場所や人との関わりを広げたりするとともに、地域に親しみをもち、人々と適

切に接したり、安全に気を付けて生活することができる。 

 

３ 評価規準 

評価の観点 単元の評価規準 

進 
身近な環境や 

自分についての 

気付き 

・地域には様々な場所があり、多様な人々が生活したり働い

たりしていることが分かり、それらが自分たちの生活を支

えていることや、楽しく、豊かにしていることに気付いて

いる。 

芯 
活動や体験についての 

思考・表現 

・行きたい場所や会ってみたい人を決め、相手や場に応じ

た適切な行動や、安全な行動について考えながら、活動

の計画を立てて、町探検をするとともにそれを振り返

って、表現している。 

心 
生活への 

関心・意欲・態度 

・身近な地域の人々や様々な場所に関心をもち、ルールやマ

ナーを守り、安全に気を付けて、見たり、調べたりしよう

としている。 

 

４ 単元について 

（１）単元観 

本単元は、学区域を中心とした児童の住んでいる町について校外学習をもとに学ぶ単

元である。１年生では、学区域の公園探検を行っている。学区域の公園を理科的な視点

で探検し、様々な気付きを得る活動を行ってきた。２年生における町探検は、自然から

人へと焦点を変更し、身近な人々に対する気付きに重点を置き、指導を進めていく。 

また、２年生の町探検は、本単元「どきどき わくわく まちたんけん」と「もっと

なかよし まちたんけん」の２つの単元で計画している。本単元の町探検では、地域の

お気に入り施設、もっと知りたいことについて、その施設の方にインタビューを行い、

施設の秘密を知るとともに、地域の方との関わりを広げることができるようにする。夏

休みなどの期間を経て、学習以外の時間でも、その施設との関わりを重ねた後、別単元

にて町探検を行う。もう一度行ってみたい、会いたいという思いを膨らませるとともに、

地域の人々に愛着をもつことで、適切に接することができると考える。 

 

（２）児童の実態 

 本学年の児童は、素直で、様々なことに興味をもって取り組んでいく子たちである。２年

生となっては、１年生との学校探険、縦割り班による全校遠足など、様々な場面で様々

な人との関わりを深めてきた。 

本校は、現在でも江戸の文化が散見される江戸深川の地にある。学区域にも古くから立ち

並ぶ商店街があり、地域に根付いた商売をしている。対して、隅田川沿いには高層マンショ

ンが建ち並び、本校の児童のうち過半数は、古くからの町並みから離れた生活圏での生活を



送っており、文化についてあまり触れられていない児童もいる。２年生になり行動範囲も

広がり、放課後も地域で遊んだり、地域の催し物に参加したりすることも出てきた。し

かし、関わりはあっても、その場限りの関わりに終始しがちである。身近な地域に目を

向けさせ、児童の興味・関心を引き出すよう意図的に触れさせていくことにより、活動

意欲へとつなげていきたい。そして体験を繰り返すことで、身近な問題を自分たちで見

付け、解決しようとする気持ちを育てていきたい。まず、児童一人一人の気付きを敏感

に捉え、それを認識の方向へと高めていけるよう指導していきたいと考える。 

 

（３）指導観 

本単元では、学習過程による学びの深まりの効果を高める目的で単元計画を２段階に分

けて計画した。 

ステップ１では、通学路周辺の施設の再確認と通学路ではない地域の店や施設に気付か

せる目的で、学年全体で町探検を行い、建ち並ぶ店の種類や場所を大まかに把握するととも

に、働く人に気付くようにする。ステップ２では、より施設に焦点化した２回目の探検を行

う。もっと探検したい施設を自己決定し、目的意識をもってインタビューを行ったり、協力

していただける店によっては体験活動を行ったりする。実際に施設の方と会話したり、お手

伝いや体験をしたりすることを通して、施設や施設の方への関心や親しみを深めていく。ま

た、探検して見付けた施設の秘密を伝えたいという意欲も高めていく。そして、発表会を開

催し、お互いに探検した施設の秘密を発表し合い、聞き合う活動を通して、身近な地域には、

様々な施設や、素敵な人々が存在することに気付き、地域への愛着を高めたいと考える。 

「学びに火をつける」過程では、普段、意識せずに通っている通学路に目を向けさせ、

「お気に入りの場所」を探し、友達に発表することで、みんなに教えたいというという

意欲を高めていく。さらに情報交換することで、情報が児童全体のものとなり、興味・

関心が地域全体のものへと広がることを期待している。「調べる」過程では、児童の情

報をもとに、探検の計画を立て、実際に探検に行く。その際、探検の目的である、もっ

と調べたいという気持ちをもとに、どの施設の、何について、どのようにして調べるの

かを明確にさせる。「まとめる」過程では、探検して見付けたことを絵や文で表現する。

それと同時に探検に同行して頂いた保護者の方々にも振り返りのアンケートに協力し

ていただき、同行した保護者の目から見た児童の姿・気付きをその後の指導に生かす。

「伝え合う」過程では、学習して分かったことを伝えたり、町探険でお世話になった人

にお礼の手紙を書いたりすることで、感謝の気持ちを伝える。 

児童がこれまで以上に自分自身の生活を広げ、意欲的な生活を送り、地域の人々との

関わりをより豊かにすることができるように学習活動を展開する。 

 

（４）SDGｓとの関連 

 本単元は、SDGｓ11「住み続けられるまちづくりを」に関連し

て設定している。 

 生活科の学習を始めて１年半が経過し、理科的な学習内容か

ら社会科的な学習内容へ、視点の広がりがある。３年生から学

ぶ社会科につなげるために「気付く」力を身に付けさせたい。 

本単元では学区域である、深川・森下を探検し、見てきたこ

とや気付いたことを伝え合う。この地区は、竹やお酒を扱う各

問屋や老舗の居酒屋、また、この地にゆかりある松尾芭蕉の記

念館等が点在するため、非常に歴史が深いといえる。この歴史ある町を探検することで

学区域にしかない良さに気付き、自身が住むまちに愛着をもつことが、住み続けられる

まちづくりの喚起につながると考える。 



５ 研究主題に迫るための手立て 

（１）ＥＳＤカレンダーをもとにしたカリキュラム・マネジメント 

 
町探検の学習では、目的意識をもって注意深く物事を見る力、分かったことを相手に

分かりやすく伝える力が必要である。これまでに国語科の「かんさつ名人になろう」を

学習し、生物教材における観察の際の対象物に対する観点を学んできた。本単元では、

地域のお気に入りの場所という生物教材とは異なる対象物について、学んだ成果の活用

を図る。どのような視点に目を向けたらよいのか、また、相手に伝わるようにするため

にはどのような書き表し方をするとよいのかを学ぶ。「こんなもの、見付けたよ」では、

取材活動でのメモの取り方、周りの人への尋ね方を学ぶとともに、はじめ、なか、おわ

りを意識した文章が書けるようにする。 

算数科の「長さをはかろう」の学習は、長さの単位を理解し、物差しで長さを測った

り、直線を引いたりするスキルを身につけるとともに、物の大まかな長さを推し量る活

動も行ってきた。大凡の長さをとらえる感覚を通して、町探検で見付けたものの大凡の

長さ、大きさなどを把握する際に生かされる。 

また、道徳科では、「ぎおんまつり」の学習で、郷土の文化や生活に親しみをもち、

地域への愛着を高めていく。本校の学区でも大きな祭りがおこなわれることに関連させ

ることができる。 

このように他教科と関連させながら進めることで、町探険の学習もさらに深まってい

くと考えていると同時に、様々な学習スキルの習得を生活科で一手に引き受けるのでは

なく、各教科での特性を踏まえ、適切に習得させることができるのではないかと考えた。 

 

（２）問題解決のための学習過程の工夫 

  ①学びに火をつける工夫 

   本単元では、２段階の学習過程を設定したことにより、「学びに火をつける」過

程を２カ所設定した。ステップ１では、学区域に着目し、普段見慣れている町の中

教科領域 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

国語

算数

生活

特活

道徳

音楽

図工

体育

第２学年　ＥＳＤカレンダー 江東区立八名川小学校

八名川まつり

環境の教育 多文化の理解 人権・命の教育 資質・能力

かんさつ名人になろう

ぎおん

まつり

生きものなかよし

大さくせん

どきどきわくわく

町たんけん

こんなもの、

見つけたよ

あしたへジャンプ

楽しかったよ、

二年生

２年生だ

うれしいな

もっとなかよし

町たんけん
みんなでつかう

まちのしせつ

うごくうごく

わたしの

おもちゃ

俳 句 づ く り

町のひみつを

知らせたい

新一年生とともに校内を探検す

る活動を通して、さまざまな場所

に対する気付きの視点をもつ。

観察の際の対象物に対する観点

を学習した。

取材活動でのメモの取り方、周り

の人への尋ね方などを学習する。

郷土の文化や生活に親しみをも

ち、愛着をもって地域に関わる態

度を養う。

身近な町について、視点をより

深くさせながら、繰り返し学ぶこ

とで、学びの深まりを期待してい

る。



に興味を惹かれる建物や、建っていることに気付いていても、何の施設か分からな

い建物などがある。このことを再認識させ、それらを確認する活動を行う。見慣れ

た町や、普段回っていない箇所を探検したいという意欲をもたせ、校外に出て探検

を行うことにつなげることで、町探検の学びに対する興味を喚起する。学区域の、

普段見慣れている光景を写真として学習の中で使用することにより、生活習慣と学

習をタイアップさせるとともに、自分事として学習に参加できるようにしたい。 

ステップ２では、全体での探検をもとに、さらに調べてみたい施設や、外観から

ではどのような施設か分からなかった施設について、児童自らが選択し、インタビ

ューを行う活動につなげることを示唆することにより、更なる興味を喚起する。普

段利用している施設であっても、施設の職員にインタビューをしたり、施設の奥の

見学をしたりすることまではなかなかできない。貴重な経験を学習の中で行えると

いう経験を進めることで、主体的な学習参加をもとに、意欲的な学習へと繋げてい

きたい。 

 

②対話的な学びの工夫 

   適宜、グループによる話し合い活動の際にホワイトボードを使用する。今回使用

する「まなボード」は、ホワイトボードとして使用できるだけでなく、ボード内に

ワークシートを挟み込むことによって、書く作業、消す作業を気軽にできるホワイ

トボードの感覚でワークシートに記入することができる。なお、ホワイトボードは、

別の活動で使用する際に、書き込みを消去するため記録として残らないという特性

があるが、「まなボード」は、資料を挟み込むことができるため、書き込まれたホ

ワイトボードを撮影し、印刷することにより、書き込みを再生することができるた

め、記録を残すことができる。本時では、ワークシートを挟みことによって、グル

ープでの話し合いにおいて出された意見を気軽に記入しながら進めることができ

ると考えた。ホワイトボードの使用は、思考を整理する意味をもたせている。グル

ープ活動を取り入れることにより、他者対話を促進させ、一人では生みだし得なか

った意見や考えをもたせることができると考え、そこで複雑に出される意見や考え

を、ホワイトボード上で書いたり消したりすることにより、よりまとまった意見や

考えになるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 単元の指導計画と評価計画 

段階 学習過程 時 ねらい 学習内容・学習活動 
重点評価規準 

心 芯 進 

ス
テ
ッ
プ
１ 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

① 

身近な地域に関心をもつことができるようにする。 

自分の生活している地域の中で、お気に入りの場所や興味のある場

所、不思議に思っている場所などを話し合う。 

○   

② 

 行く場所や行く順番を決めさせたり、安全に気を付けて探検するた

めのルールやマナーを考えたりさせる。 

探検する順番や通る道、役割、持ち物、探検のルールやマナーなど、

探検の計画を話し合う。 

○ ○ ○ 

調
べ
る 

③
④ 

地域の場所を調べさせたり、途中で新たに興味のある場所を見付け

させたりしながら、自分と地域との関わりを広げさせる。 

探検の計画、ルールやマナーを確認し、探検に出かけ、地域や場所や

もの、人と関わるきっかけをもつ。 

 ○  

ま
と
め
る 

⑤ 

探検して記録した情報を整理させる。 

探検で見付けたことを振り返り、興味をもったことを付箋にかく。  ○  

 

学
び
に
火
を
つ
け
る 

⑥
本
時 

探検して興味をもったことを探検マップにまとめさせる。 

興味をもったことを、付箋で探検マップにまとめ、クラス全体で興味

をもたれているものは何かを整理する。 

○ ○  

ス
テ
ッ
プ
２ 

⑦ 

行く場所を決定し、場所ごとに行くメンバーを決める。 

調べたい内容をもとに、行く場所を決定し、インタビューの内容を考

える。 

○  ○ 

⑧ 

グループごとに、質問事項を整理させる。 

行く場所に応じた質問事項を話し合う。 

 

○  ○ 

調
べ
る 

⑨ 

グループごとに計画を立てさせる。 

グループごとに探検する順番や通る道、役割、持ち物、探検のルール

やマナーなど、探検の計画を話し合い、計画表に書く。 

 ○  

⑩  
探検に出かけ、地域の場所を調べ、自分と地域の人々との関わりを広

げることができるようにさせる。 

探検の計画と、探検のルールやマナーを確認し、探検に出かける。 
 ○  

⑪
⑫ 

探検に出かけ、地域の場所を調べ、自分と地域の人々との関わりを広

げることができるようにさせる。 

グループごとに、計画に沿って探検に行き、地域や場所やもの、人と

関わる。 

 ○  

ま
と
め
る 

⑬ 

探検したことを振り返り、見付けた場所やもの、関わった人のことを

整理させる。 

探検で見付けたことを、グループごとに振り返り、気付いたことを記

録カードにかく。 

 ○ ○ 

⑭
⑮
⑯ 

様々な関わりがあることに気付くとともに、表現方法を考え、発表の

準備をさせる。 

探検したお気に入りの場所の紹介カードを作り、絵地図に貼る。 

○  ○ 

伝
え
合
う 

⑰ 

自分が関わった場所や人以外にも、様々な関わりがあることに気付

かせるとともに、安全に気を付けて生活することができるようにさ

せる。 

自分たちが調べてきたことや、新しく見付けたことなどを発表し合

い、自分と地域の人々との関わりを再認識する。 

○  ○ 



７ 本時（全１７時間中の ６時間目） 

（１）目標 

・探検で見付けたことを、お気に入りの場所、もっと知りたい場所に分けて出し合う。 

 ・町探検を終えて、もっと知りたい場所について話し合い、２回目の町探検に行く意欲を

もつ。 

 

（２）展開 

時

間 
◯学習内容 ・学習活動 

・指導上の留意点、配慮事項 

○評価規準（評価方法） 

導

入 

10

分 

 

○児童一人一人が町探検で見付けたお気に入りの

もの、もっと知りたいものを１枚の地図に集約す

る。 

・町探検で見てきたものについて書かれた付箋を

確認し、拡大地図に貼る。 

 

 

 

 

・付箋の色については、 

お気に入りのもの…「赤」、 

もっと知りたいもの…「青」 

を使用する。 

・付箋の色ごとに分け、クラス

として、さらに調べたい箇所

を確認する。 

 

展

開 

25

分 

○地域について調べたい内容をまなボードに出し

合う。 

・拡大地図に出された意見を参考に、「どこ」の、

「何」を、「どのように」調べたいか、意見を出

し合い、まなボードに書く。 

（ホワイトボード） 

どこ なにを どうやって 

   

   

   

○全体で意見を共有する。 

・グループごとに出た意見を発表する。 

○調べたいことが集中した施設について確認する。 

・意見の内容、多少を判断し、まとめさせる。 

・３人グループを作らせる。 

（３人×８グループ、 

２人×２グループ） 

・まなボードを配布する。ワー

クシートは、各グループのま

なボードに差込んでおく。 

○町探険でもっと調べたいも

のについて考えることがで

きる。（会話／まなボード） 

ま

と

め 

10

分 

◯次回の探検の目的をもち、学習を振り返る。 

・２回目の町探検があることを知る。 

・お気に入りの場所ともっと知りたいことについ

て、お知らせしますカードに書く。 

○身近な地域の人々や様々な

場所に関心をもち、調べたり

しようとしている。（お知ら

せしますカード） 

 

（３）授業観察の視点 

   ①国語科や算数科、道徳での学びを本単元に生かすことができていたか。 

   ②２段階目の学びに火をつける過程が、学びに火をつけ直すことができていたか。 

③まなボードを使用したワークシートでのグループ活動を取り入れることで、他

者対話が促進されていたか。 

ちいきについてしらべたいことを出しあおう 


